
船舶事故等調査報告書 

平成２１年１１月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第１５号 

事故等種類 運航阻害 

発生日時 平成２０年１１月１４日 ０６時００分ごろ 

発生場所 広島県江田島
え た じ ま

市小用
こよう

港切
きり

串
くし

 小用港西沖防波堤灯台から真方位１２５°２

００ｍ付近（概位 北緯３４°１７.１′ 東経１３２°２８.５′） 

事故等調査の経過  平成２１年１月２１日、本インシデントの調査を担当する主管調査官（広

島事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 第五きりくし、３７３トン 

 １３５２９７、上村汽船株式会社 

 乗組員等に関する情報 機関長 五級海技士（機関） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船尾管シールのインフレタブルリングの貫通き
．
裂 

 事故等の経過  本船は、小用港切串において、始発便として出港準備中、平成２０年１

１月１４日０６時００分ごろ、機関長が船尾管シールからの微小漏水を発

見し、同シールを掃除する目的で圧力空気を送ったが、漏水が止まらず、

運航不能と判断し、修理のため同市能美町所在の造船所に回航した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東南東、風力 １ 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

端面シール型船尾管シールのゴム製インフレタ

ブルリングに、経年劣化による貫通き
．
裂が生じたも

のと考えられる。 

機関長は、船尾管シールの整備を適切に行ってい

なかった可能性があると考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が小用港切串において出港準備中、船尾管シー

ルのインフレタブルリングに貫通き
．
裂が生じたため、航行不能となったこ

とにより発生したものと考えられる。 

 




